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﹁
農
地
等
利
用
最
適
化

　

推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
﹂
提
出

　︵
有
︶
夢
前
夢
工
房
︵
代
表
取

締
役

　
衣
笠
愛
之
︶
が
、
県
内

初
と
な
る
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
及

び
自
動
運
転
田
植
機
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
農
作
業
に
最
適
な

運
転
ル
ー
ト
を
決
め
る
た
め
に
、

人
が
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
込
み

手
動
運
転
で
圃
場
の
外
周
を
走

ら
せ
、
圃
場
マ
ッ
プ
を
作
成
。

来
年
か
ら
は
自
動
運
転
が
可
能

と
な
る
た
め
、
作
業
の
効
率
が

ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に

よ
り
圃
場
を
可
視
化
し
、
最
少
の

肥
料
や
農
薬
の
使
用
で
最
大
の

収
量
、
品
質
の
向
上
を
目
指
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

無
人
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　

始
動
！

【左から池内会長、清元市長、岸本会長職務代理者、

　小段会長職務代理者】

【意見書の提出後、産業局長を交えて意見交換が行われました】

　近年、異常気象が多発しています。突発的な集中豪

雨の際などには、水門や堰板などの適切な管理をお願

いします。

　遊休農地は、雑草や害虫の発生が周辺に迷惑を与え

るばかりでなく、不法投棄や火災を招く恐れもあります。

　農地をお持ちの方は、日頃から適切な維持管理をお

願いします。

●水門などの適切な管理を●

●農地の適正利用を●

　農薬を散布する際は、近隣農家や周辺住民とコミュ

ニケーションをとる、風の少ない時間帯に使用するな

ど周辺環境への配慮をお願いします。

　農作業後、道路を走行する際は、農機具の土を取り

除いてから移動するようにお願いします。

　道路に落ちた土は、スリップ事故の原因になり危険

です！

●農薬の適正使用を●

《 農 家 の 皆 さ ん へ の お 願 い 》

●農機具についた土の後始末を●

　
７
月
３
日
、
農
業
委
員
会
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
池
内
会
長
よ
り

﹁
令
和
２
年
度
に
お
け
る
農
地
等

利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る

意
見
書
﹂
を
清
元
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
姫
路
市
に
お
け
る
農

地
利
用
最
適
化
の
推
進
の
施
策
に

つ
い
て
、
地
元
農
業
者
の
意
向
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
提
出

し
た
も
の
で
す
。

　
意
見
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
農
業

施
策
等
に
関
す
る
意
見
書

 
 
 
 
 
 
 
 

︵
抜
粋
︶

１
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消 

 

 
 

　

に
つ
い
て

①
遊
休
・
荒
廃
し
た
復
元
不
可
能

　
な
農
地
︵
農
業
委
員
会
に
よ
る

　﹁
非
農
地
判
断
﹂
︶
の
農
用
地
区

　
域
か
ら
の
除
外
等
の
弾
力
的
な

　
運
用

②
鳥
獣
害
対
策
事
業
の
拡
充

　︵
国
交
付
金
の
拡
充
要
請
、
市

　
単
独
補
助
事
業
の
創
設
の
検
討
︶

２
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

　

集
約
化
に
つ
い
て

①
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
向

　
け
て
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
拡
充

②
農
業
用
機
械
等
の
導
入
・
更
新

　
時
の
支
援

③
中
山
間
地
等
耕
作
不
利
田
畑
の

　
集
約

３
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

①
新
規
参
入
相
談
窓
口
︵
県
・
市
・

　
農
業
会
議
・
農
業
委
員
会
︶
の

　
情
報
共
有
化
と
就
農
支
援
体
制

　
の
整
備

②
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
へ
の

　
推
進
支
援

③
就
農
者
な
ど
を
地
域
ぐ
る
み
で

　
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

４
農
業
委
員
会
予
算
・
体
制
に

　

係
る
要
望
・
意
見

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

　
推
進
委
員
の
新
た
な
活
動
に
要

　
す
る
予
算
の
拡
充

②
農
業
委
員
会
事
務
局
の
新
た
な

　
業
務
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

　
整
備
及
び
そ
れ
に
伴
う
職
員
の

　
増
員

県内初！
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　相続税等納税猶予を受けた農地が営農されない場合は、

納税猶予が打ち切られ、猶予された税とともにその

期間の利子税も合わせて納めなければならなくなります。

※農作物の栽培形跡が見られない場合は営農している

　とは認められません。

（平成30年度相続税等適格者証明書発行件数 15件 2.26  ）

相続税等納税猶予を受けている方へ

　相続により農地の所有権や賃借権を取得された方は、

農地の所在する市町村の農業委員会に届出が必要です。

所有権の場合、法務局で所有権移転の手続き完了後、

賃借権の場合、遺産分割協議完了後に届出をお願いし

ます。（※賃借権が設定された農地の耕作者が死亡した

場合、耕作権は相続人に継承されます。）

　必要書類等は、下記までお問い合わせください。

　お問合せ　農業委員会事務局　079-221-2822

農地を相続された方へ

○年金を受け取る金融機関を変更する場合や、住所が

変わった場合は、変更届をJAに提出してください。

○受給者が死亡した場合は、遺族が速やかに死亡届を

JAに提出してください。

※死亡届の提出が遅れると過払いとなった年金の返納が

　必要となる場合があります。

○経営移譲年金を受給されている方で、農地の賃借の

相手方の変更や農地の転用などの予定があるときは、

必ず事前に農業委員会に相談してください。

※農業者年金が減額になる場合があります。

農業者年金受給者の方へ

　農地を転用する場合、市街化区域外の

農地は許可が、市街化区域の農地は届出が

必要です。

農地の転用には、必ず許可・届出を

小
学
生
の
米
作
り
体
験

　
城
北
小
学
校
の
３
年
生
は
、
７

年
前
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
米
作
り
を
学
ん
で
お
り
、
今
年

も

6

月

12

日
、
51

名
が
夢
前
町

置
塩
の
田
で
田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。

　
地
元
の
農
業
法
人
か
ら
説
明
を

聞
い
た
後
、
ま
ず
は
昔
な
が
ら
の

手
植
え
の
体
験
。
初
め
は
田
ん
ぼ
に

足
を
踏
み
入
れ
る
の
も
恐
る
恐
る

と
い
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

次
第
に
慣
れ
、
最
後
の
苗
を
植
え

終
わ
る
頃
に
は
、
と
て
も
名
残
惜

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
手
植
え
体
験
の
後
は
、
自
動
運

転
田
植
機
の
見
学
で
す
。
手
植
え

に
比
べ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
苗
を

植
え
て
い
く
様
子
に
子
ど
も
た
ち

か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
収
穫
ま
で
は
同
法
人
が
水
の
管

理
や
肥
培
管
理
を
し
、
稲
の
生
育

状
況
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
が
確
認
し
ま
す
。

　
城
北
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
い
、
今
後
も
学
習
を
進
め
て
い

く
そ
う
で
す
。

　
米
作
り
体
験
を
通
じ
て
先
人
の

苦
労
を
知
り
、
食
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
り
、
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り

し
て
い
ま
す
。

　南アフリカのカラハリ砂漠に生息する野生種が起源と言われ、中国の西方から伝来し

たためこの名称がついたようです。

カリウムを多く含むほか、尿成分を作るのに必要なシトルリンを含むため、利尿効果が

大きく、腎臓病や高血圧、むくみの予防に効果的だそうです。

ウリ科つる性１年草
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　豊富町では圃場整備の実施を目指し、計画の策定を進めているところです。

　これに伴い、農家の営農意欲の喚起等の課題が明らかになってきました。

　これらの課題の解決に取り組み、目的を達成するには、農家の努力はもとより、

豊かな経験と専門的知識を持たれている山口さんに頼らざるを得ません。

　豊富地区の発展のために山口さんの力を貸してください。　　　（農業委員　橋本文男）

農 事 相 談 室農 事 相 談 室農 事 相 談 室
︻
編
集
委
員
︼

会
　
　
長
　
　
池
内
　
宏
行

会
長
職
代
　
　
小
段
　
昭
文

委
　
　
員
　
　
大
塚
　
正
稔

委
　
　
員
　
　
橋
本
　
文
男
　

委
　
　
員
　
　
福
永
　
昌
弘

委
　
　
員
　
　
青
田
　
　
誠
　

な
豊
富
町
で
野
菜
苗
や
花
壇
苗
な

ど
の
施
設
園
芸
を
営
ん
で
い
る
山

口
幹
男
さ
ん
︵
63
︶
。
兵
庫
県
農
業

経
営
士
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、

昨
年
は
兵
庫
県
農
林
水
産
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

20

棟
︵
７
反
︶
と
露
地
栽
培
２
町
を

妻
の
ゆ
か
り
さ
ん
、
長
男
の
龍
太

郎
さ
ん
と
７
人
の
パ
ー
ト
従
業
員

で
切
り
盛
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
口
園
芸
で
育
て
ら
れ
た
苗
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
市
内
公
共
施

設
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
壇

苗
の
需
要
は
景
気
に
左
右
さ
れ
や

す
い
こ
と
か
ら
、
野
菜
苗
を
柱
に

Ｊ
Ａ
と
の
契
約
栽
培
で
タ
マ
ネ
ギ
や

白
菜
な
ど
を
栽
培
す
る
な
ど
堅
実
な

農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
過
去
に
大
手

企
業
か
ら
の
依
頼
で
、
国
内
で
は

栽
培
実
績
の
な
い
作
物
の
栽
培
に

取
り
組
ん
だ
経
験
か
ら
、
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
、
時
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
﹃
風
を
よ
む
﹄
こ
と
が
大
切
だ

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

農地の売買、貸借関係、相続税等納税猶予など、
お気軽にご相談ください。
※事務手続きなどのご相談は、随時受け付けています。

◎原則、第１水曜日　午前 10 時〜 12 時

　【場　所】　農業委員会室（姫路市役所 本館 9 階）

　お問合せ　農業委員会事務局　TEL　079-221-2823

認

定

農

業

者

紹

介

月　日

９月４日

10月２日

11月６日

12月４日

１月８日

２月５日

３月４日

水

水

水

水

水

水

水

曜日

委員活動状況
（H30年8月1日〜令和元年7月31日）

平成30年申請等集計

【出荷前のベゴニア】

【向かって左が橋本委員、右が山口さん】

●
姫
路
市
農
林
漁
業
ま
つ
り

　

日
時
　
11

月
９
日(

土)

、
10

日(

日)

　

　
　
　
　
９
時
半
〜
15
時

　

会
場
　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
※
農
業
委
員
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
農
業

　
　
　
　
　
者
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
ひ
め
じ
地
産
地
消
フ
ェ
ア

　
日
時
　
12

月

22

日(

日)

　
　
　
　
９
時
〜
15
時　

　
会
場
　
大
手
前
公
園

　
５
月

27

日
、
東
京
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
、

約
２
千
名
が
参
集
。
農
地
利
用
の
最
適
化
を
強
化
す

る
た
め
の
政
策
提
案
等
を
決
議
。

　
姫
路
市
農
業
委
員
会
か
ら
は
池
内
会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

イ

ベ

ン

ト

の

お

知

ら

せ

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
開
催

活動内容 件
農地転用現地確認

農地の売買・貸借

農地関連相談（転用・小作料・相続など）

農地パトロール・遊休農地対策

その他

804

108

51

31

189

耕作権

所有権

届　出

申　請

届　出

申　請

36

140

206

29

538

77

7.98

17.22

9.26

2.49

37.30

5.81

３条

４条

５条

件　数 面　積(  )


